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集線装置配置問題に対する整数計画モデル   
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且 背景と掛的一集線装置配置問題   
表1：記号の説明  

コンピューターネットワークの目標は、ネ  
タを成す各情報システム間の結合を自由に行  
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り
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ツ
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つ
ら
 
 
 

こ
 
 ある。そのため、ネットワークの提供者側からは、効  

率の良い高速度の情報伝送能力を持つネットワークを  
構築する技術の開発が重要である。本稿では、既知の  
需要要求を満たすように、端末の集合を接続するネッ  

法認譜技敏弘う梨豪語貪富  
ものであり、LANの設計において、非常に重要な課題  
となる。以下この集線装置配置問題【1，5】を取り扱う。   
集線装置配置問題（Comcem七ra七or mocation  

prob且em）   

○集線装置を設置する候補地が与えられた上で、実  
際に設置する位置の決定  

0ユーザーを表すノードの分布が示された時、各ノー  
ドと集線装置の接続を表すトポロジーの決定  

○実際に設置される集線装置と中心のセンターを結  
ぶリンクの決定  

ここで、机た＝1一之ほと変換すると、問題は次の形に  
なる。  

（IP2）min ∑∑cm‘ヱm汗∑∑（1一局z‘た  
m∈Ml∈ム l∈エた∈〟  

subjectも0 ∑amxmL＋∑bzkZLk≦∑bLk・E∈L   
2 集線装置配置問題の定式化  

無向グラフC＝（叫A）によって、コンピューター  
ネットワークをモデル化した。点集合Ⅴは、地理的な  
配置が分っている端末の集合〟、集線装置を設置する  
候補地の集合をエから構成される。また、設置可能な  
集線装置の集合を∬とする。辺集合Aは2点間の接続  
リンクを示す。各端末は何れかの集線装置に接続しな  
ければならない。この時、集線装置の処理能力が、そ  
れに接続する各端末で発生する情報量の和を下回って  
はいけない。   

そして、全ての端末を集線装置に接続し、集線装置  
の設置場所を選定し稔設置費用最小のネットワークを 3  

た∈Jr  m∈〟      良∈Jr  

∑‡m‘＝1，m∈財  
l∈ム ∑本≧l∬卜い∈ム  

た∈」K  

ごml，昂は∈（0，1），m∈叫g∈エ，た∈∬  

切除平面／分枝限定法   
設計する。以下のように記号を定義すると、定式化は  
以下のようになる。  

（貯1）mh ∑∑㍍伽＋∑∑九肋  
m∈〟J∈エ l∈ムた∈打  

subjectto ∑αmエm∫≦∑むほ紬g∈エ  
m∈jけ  た∈〝  

∑ェm∫＝1，m∈〟  

l∈ム     ∑yほ≦1，J∈エ  
た∈」打  

ごmJ，研た∈（0，1），m∈叫J∈エ，た∈∬  

本稿で提案する手法は、Nemhauser－Wblsey【4】の  
枠組に基づくものである。   

○ フェイズ且。切除平面法   
整数計画問題の離散条件を連続緩和した線形計画  
問題を解き、その最適解を用いて妥当不等式を生  
成する。そして連続緩和問題に妥当不等式を追加  
線形計画問題を繰り返し解く。妥当不等式が生成  
できない場合は次のフェイズ2．へ移る。   

○ フェイズ2。分枝限定法  
フェイズ1．で妥当不等式が加えられた問題に対し  
て、分枝限定法により解を探索する。  
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の集合が満たすべき性質を示した。  
ただし‰，鉱は‰⊆叫免⊆∬であり、かつ 

次の不等式を満たすものである0  定義1g⊆餌、全ての空でないQ⊆ぶについて、  
∑J∈Qαブ＋∑j∈¢毎＞畑Q）一入が成立する時、独立  

∑αm＋∑毎＞∑ム比  作画emd叫であるとするo  

m∈C〟   た∈C〝   た∈〟  この条件を満たさない∫は従属（depe乃de叫と呼ばれ  

すなわち、CMU（kは∑た∈∬わ比に対する被覆とな 
る0そして、次の間題を考える0   

替‘s。≡芸三雲ニュ簑£ニ≦v  
分離問題では、上の妥当不等式が（IP2）の連続緩和間  ∬mJ∈（0，1），m∈C〟  

ないようなC〟UC〝  zほ∈（0，1），た∈鞍  

孟m汗 ） 

た ．   

≡  

誓  

める0 ♭－〃β帽）＋入となるため、   

iC（b‾αJ‾♭り’≦C（ト  
叫m＝〈三；i怒三ニ： 
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候補地Hこおける分離問題  となり、∑ブ∈Qαブ＝β（Q）とすると、  

Q＝min ∑（ト烹m‘）叫m＋∑（ト乏‘た）叫  ∑αi＋C（む－∑αj－∑丸）  

i∈ 

subjecttoamvm＋∑b，，∑b，k  β（。）．FL。（人＿1）  
た  

た∈｛0，1∈叫た  
が得られるこ等式は、上で定められる封二閲し  

切除平面法の一反復では、この分離閥を‘∈上に・  
ついて困回解くことになる。  ま  

日発表する。  
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